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令和2年1月～6月分実績

◎本会会員加入状況
38,652人　　　84.1 %
43,662口　　8,732万円

◎外部会員加入状況
2名口　　　10千円

◎一時寄付状況
23件　　161万円

（内、自販機関係　43万円）
◎募金箱　　　　　　 34万円

高松宮記念基金に
ご協力ください

寄
贈

人
事

＊
対
象
分
野
の
番
号
は

　1
＝
本
会
の
基
本
的
な
社
会
的
使
命
を
推
進
す
る
研
究
活
動
／
2
＝
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
質
の
向
上
や
標
準
化
に

資
す
る
研
究
活
動
／
3
＝
本
会
全
体
の
組
織
・
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
研
究
活
動
／
4
＝
医
学
的
な
診
療
科
・
領
域
別
等
の
臨
床
研
究
活
動

対象
分野＊ 研究組織名 参加者

数 代表者所属施設参　加
施設数

1 全国済生会刑余者等支援推進協議会 19 山口地域ケアセンター18

2 済生会臨床検査研究会 58 中央病院54

2 全国済生会栄養士・管理栄養士研究会 79 中央病院79

2 済生会図書室連絡会 24 横浜市東部病院24

3 済生会広報実務研究会 30 京都府病院24

4 済生会脳卒中研究グループ 37 中央病院36

4 全国済生会糖尿病研究会 19 飯塚嘉穂病院18

4 済生会リハビリテーション研究会 61 明和病院43

4 全国済生会泌尿器科医会研究会 58 滋賀県病院53

4 全国済生会肝臓共同研究グループ 21 吹田病院20

4 全国済生会心臓血管外科の会 45 熊本病院14

4 全国済生会整形外科研究会 10 吹田病院8

2 済生会乳児院研究会 7 川口乳児院7

2 済生会超音波研究会 160 中央病院46

2 済生会MA会（メディカルアシスタント） 12 中央病院9

2 済生会障がい者就労支援協議会 8 済生会かがやき8

2 全国済生会臨床工学士会 5 中央病院5

2 ファーマーシューティカル
フィジカルアセスメント研究会 17 野江病院7

2 済生会小児アレルギー
セルフケア支援ネットワーク 33 中津病院6

済生会研究組織活動補助　研究グループ一覧（令和2年 7月現在）

　

４
～
5
月
は
前
年
比
で
入

院
患
者
延
数
が
14
％
減
、
外

来
患
者
延
数
が
21
・
5
％
減

少
し
た
。
入
院
診
療
収
益
は

80
億
円
減
、
外
来
診
療
収
益

は
39
億
円
の
減
と
な
っ
た
。

こ
の
2
カ
月
の
医
療
事
業
収

益
は
前
年
比
で
1
3
1
億
円

減
少
、
本
業
の
収
支
を
表
す

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
差
額
は

1
0
2
億
円
の
赤
字
と
な
っ

た
（
前
年
は
7
5
0
0
万
円

の
黒
字
）。

　

経
営
の
悪
化
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

を
受
け
入
れ
て
い
る
病
院
で

顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
感
染

患
者
専
用
病
床
を
設
け
た
た

め
通
常
病
床
の
稼
働
率
が
下

が
り
、
入
院
患
者
延
数
が
前

年
比
で
20
％
以
上
減
少
し
た

病
院
数
が
、
3
月
は
0
だ
っ

た
の
に
対
し
、
4
月
が
10
、

5
月
は
18
病
院
と
急
激
に
悪

化
し
た
。
中
で
も
移
動
の
自

粛
が
求
め
ら
れ
た
緊
急
事
態

宣
言
下
の
5
月
は
深
刻
で
、

〈
埼
玉
〉
川
口
総
合
病
院
は

42
％
減
、〈
東
京
〉
中
央
病
院

40
％
減
、
同
・
向
島
病
院
33

％
減
、〈
大
阪
〉
泉
尾
病
院
は

53
％
減
少
し
た
。

病
院
の
影
響
を
緊
急
調
査

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
病
院
経
営
へ
の

影
響
を
把
握
す
る
た
め
本
会

は
6
月
17
日
、
全
病
院
に
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　

調
査
の
内
容
は
①
患
者
受

け
入
れ
体
制
と
実
績
②
2
～

5
月
に
お
け
る
患
者
数
と
収

支
状
況
の
対
前
年
比
較
③
感

染
患
者
の
受
け
入
れ
に
要
し

た
持
ち
出
し
費
用
④
病
棟
閉

鎖
等
に
よ
る
入
院
収
益
の
減

少
額
⑤
国
等
か
ら
の
補
助
金

見
込
み
額
⑥
収
支
悪
化
へ
の

対
策
―
―
の
6
項
目
。

　

現
在
、
集
計
中
だ
が
、
病

院
経
営
へ
の
影
響
は
深
刻
な

見
通
し
で
、
結
果
の
取
り
ま

と
め
と
分
析
が
終
わ
り
次
第

情
報
を
提
供
す
る
。
各
病
院

の
収
支
悪
化
へ
の
対
策
に
つ

い
て
は
、「
地
域
連
携
強
化

等
に
よ
る
患
者
確
保
」「
支

出
の
見
直
し
・
経
費
削
減
」

「
賞
与
支
給
額
の
減
額
」「
施

設
整
備
・
設
備
更
新
の
延

期
」
と
い
っ
た
回
答
が
寄
せ

ら
れ
た
。

無
低
実
施
率
は
過
去
最
高

　

生
計
困
難
者
の
た
め
に
無

料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で
診

療
を
行
な
う
無
低
事
業
に
つ

い
て
、
令
和
1
年
度
の
実
施

率
は
12
・
6
％
だ
っ
た
が
、

2
年
度
に
入
り
、
4
月
は

12
・
9
％
、
5
月
は
13
・
5

％
と
初
め
て
13
％
台
と
な
っ

た
。
実
施
が
着
実
に
増
え
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
る
受
診
抑
制
で
分
母
と

な
る
総
患
者
数
が
減
少
し
た

こ
と
も
伸
び
に
寄
与
し
た
。

今
後
、
休
業
や
失
業
で
生
計

困
難
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

無
低
事
業
は
今
後
も
充
実
が

見
込
ま
れ
る
。

（
経
営
管
理
課
、
社
会
福
祉
・

地
域
包
括
ケ
ア
課
）

群
馬
県
済
生
会

西
田
保
二
殿　

2
0
0
万
円

（
前
橋
病
院
へ
）

　
新
潟
県
済
生
会

株
式
会
社
全
研
ビ
ル
サ
ー
ビ

ス
殿　
　
　
　

1
0
0
万
円

外
山
晴
一
殿　

1
0
0
万
円

（
三
条
病
院
へ
）

　
福
井
県
済
生
会

宮
川
悠
二
殿　

1
0
0
万
円

吉
田
敏
貢
殿　

5
0
0
万
円

株
式
会
社
光
陽
殿　

サ
ー
モ

ス
カ
メ
ラ
一
式
1
0
5
万
円

相
当

（
福
井
県
済
生
会
病
院
へ
）

　
京
都
府
済
生
会

株
式
会
社
公
益
社
殿

1
0
0
万
円

（
京
都
府
病
院
へ
）

　
奈
良
県
済
生
会

門
田
充
幸
殿　

1
0
0
万
円

持
田
成
典
殿　

1
0
0
万
円

持
田
妙
子
殿　
　
　

50
万
円

（
御
所
病
院
へ
）

　
鳥
取
県
済
生
会

株
式
会
社
ミ
ヨ
シ
産
業
殿　

検
査
待
機
所
一
式
3
0
8
万

円
相
当

（
境
港
総
合
病
院
へ
）

　

記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
九

州
各
地
で
発
生
し
た
被
害
で

は
、
7
月
6
日
、〈
福
岡
〉
大

牟
田
病
院
の
周
辺
道
路
が
冠

水
、
病
院
も
1
階
が
深
い
と

こ
ろ
で
大
人
の
膝
の
高
さ
ま

で
浸
水
し
た
。

　

こ
の
た
め
同
院
は
7
日
と

8
日
の
外
来
診
療
を
休
止
し

て
対
応
。
災
害
基
幹
病
院
の

福
岡
総
合
病
院
に
、
飲
料
水

と
備
蓄
食
料
品
の
支
援
を
要

請
し
た
。

　

本
部
は
同
日
、
事
務
局
内

に
設
置
し
て
い
た
災
害
警
戒

準
備
室
を
災
害
対
策
本
部
に

格
上
げ
、
被
災
状
況
等
の
情

報
収
集
を
実
施
し
た
。
7
日

と
8
日
に
は
、
福
岡
総
合
病

院
、〈
福
岡
〉
二
日
市
病
院
、

熊
本
病
院
、〈
熊
本
〉
み
す
み

病
院
、
熊
本
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
大
牟
田
病
院
に
飲
料
水
や

タ
オ
ル
等
の
支
援
物
資
を
届

　
三
重
県
済
生
会

松
阪
総
合
病
院
名
誉
院
長

授
与　

諸
岡
芳
人　

7
・
1

松
阪
総
合
病
院
院
長

新
任　

清
水
敦
哉　

7
・
1

退
任　

諸
岡
芳
人　

6
・
30

　
岡
山
県
済
生
会

岡
山
済
生
会
看
護
専
門
学
校

名
誉
校
長

授
与　

浜
家
一
雄　

7
・
1

　
山
口
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

弘
田
隆
彦　

7
・
1

介
護
老
人
保
健
施
設
ひ
び
き

苑
名
誉
施
設
長

授
与　

黒
木
信
善　

7
・
1

け
た
。

　

大
牟
田
病
院
は
8
日
に
浸

水
し
た
1
階
フ
ロ
ア
を
清
掃
、

9
日
に
外
来
診
療
を
、
10
日

に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
外

来
を
再
開
し
た
。

　

大
牟
田
病
院
か
ら
約
4
0

0
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
老
健

「
大
牟
田
ラ
イ
フ
ケ
ア
院
」

で
も
、
周
辺
道
路
が
一
時
冠

水
し
た
が
、
利
用
者
や
職
員
、

建
物
に
被
害
は
な
く
、
緊
急

で
シ
ョ
ー
ト
の
利
用
者
を
受

け
入
れ
た
。
長
崎
や
大
分
な

ど
も
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

済
生
会
の
施
設
に
大
き
な
被

害
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
熊
本
県
で

は
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

が
、
本
会
施
設
に
被
害
は
な

く
、
福
井
県
済
生
会
病
院
、

〈
大
阪
〉
千
里
病
院
、
福
岡

総
合
病
院
、
二
日
市
病
院
、

熊
本
病
院
は
D
M
A
T
を
同

県
内
の
被
災
地
に
派
遣
。
岡

山
済
生
会
総
合
病
院
も
岡
山

県
庁
の
調
整
本
部
に
D
M
A

T
を
派
遣
し
た
。

（
事
業
推
進
課
）

　

令
和
2
年
度
の
「
済
生
会

研
究
組
織
活
動
補
助
」
の
対

象
と
な
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が

決
定
し
、
7
月
9
日
に
研
究

代
表
者
へ
通
知
し
た
。
承
認

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
は
3
年

間
、
原
則
と
し
て
毎
年
50
万

円
を
助
成
し
、
3
年
ご
と
に

更
新
す
る
。

　

同
制
度
は
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
質
の
向
上
と
ブ
ラ
ン

ド
力
を
高
め
る
た
め
、
本
会

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
て
研
究
活
動
に
取
り
組

む
横
断
的
組
織
を
補
助
す
る

も
の
で
、
平
成
28
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

令
和
2
年
度
は
19
グ
ル
ー

プ
が
承
認
さ
れ
た
。

（
事
業
推
進
課
）

横
断
的
組
織
の
活
動
活
性
化

研
究
グ
ル
ー
プ
へ
補
助
決
定 熊本病院の職員が大牟田病院へ支援物質を送り届けた

通常診療でもこれまで以上の感染対策が求められ経費が増えている

浸水した大牟田病院の外来フロア

大
牟
田
浸
水
　6
病
院
D
M
A
T

九
州
大
雨
で
災
害
対
策
本
部

医
業
収
益
1
3
1
億
円
減

4
～
5
月
　経
営
悪
化
、よ
り
深
刻
に

　
4
～
5
月
の
月
次
決
算
が
ま
と
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
済
生
会
病
院
の
経
営
へ

の
影
響
が
新
年
度
に
入
っ
て
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
本
会
は
6
月
中
旬
に
影
響
緊
急
調

査
を
実
施
し
集
計
・
分
析
を
急
い
で
い
る
が
、
大
半
の

病
院
で
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
。

新型コロナ



［グループ保険・ゆうゆうライフプラン引受保険会社］
　　　　　　　　　　　　（事務幹事会社）
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　　　　　　　　　　　　（終身医療保障プラン・医療保障プラン）
〒108-8020 東京都港区白金 1-17-3
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7月29日（水）～8月20日（木）です。

済生会グループ保険のご案内済生会グループ保険のご案内
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〈
三
重
〉
松
阪
総
合
病
院

　

昭
和
35
年
生
ま
れ
。
三
重

県
出
身
。
62
年
自
治
医
科
大

学
卒
業
。
地
域
医
療
に
従
事

し
た
後
、
平
成
8
年
三
重
大

学
第
一
内
科
助
手
、
11
年
鈴

鹿
中
央
総
合
病
院
内
科
医
長
、

13
年
松
阪
総
合
病
院
内
科
医

長
、
24
年
消
化
器
セ
ン
タ
ー

長
、
25
年
副
院
長
、
令
和
2

年
7
月
院
長
に
就
任
。

　
「
当
院
は
、
地
域
中
核
病
院

と
し
て
地
域
医
療
支
援
病

院
、
災
害
拠
点
病
院
等
に
指

定
さ
れ
、
令
和
1
年
3
月
に

は
、
三
重
県
か
ら
女
性
が
働

き
や
す
い
医
療
機
関
に
認

証
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
に
加
え
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
で
医
療
環
境
は
大
変

厳
し
い
時
代
で
す
が
、『
市

民
に
や
さ
し
く
信
頼
さ
れ

る
急
性
期
病
院
』
を
目
指
し

ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
新
病
院
の
建

築
に
も
全
力
を
傾
注
し
て

ま
い
り
ま
す
」

　

本
部
の
契
約
で
は
、
一
つ

の
会
議
に
最
大
5
0
0
人
が

参
加
可
能
。
会
議
を
開
く
主

催
者
は
Ｐ
Ｃ
等
に
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
主
催
者
か
ら
招
待

さ
れ
た
“
参
加
者
”
は
イ
ン

ス
ト
ー
ル
不
要
。
主
催
者
か

ら
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
く
る

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
く
こ
と
で
会
議

に
参
加
で
き
る
。

　

ま
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

参
加
で
き
な
か
っ
た
人
の
た

め
に
、
主
催
者
が
研
修
内
容

等
を
録
画
し
て
お
き
、
参
加

者
に
録
画
フ
ァ
イ
ル
を
後
か

ら
知
ら
せ
る
容
量
も
従
来
に

比
べ
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
あ
た

っ
て
は
、
施
設
運
営
委
員
会

や
各
種
会
議
、
打
ち
合
わ
せ

等
で
す
で
に
利
用
。
小
中
規

模
の
委
員
会
や
会
議
だ
け
で

は
な
く
、
研
修
会
等
の
大
規

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
集
合
型

の
会
議
や
研
修
等
を
開
催
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
部

は
平
成
26
年
8
月
に
導
入
し

た
こ
れ
ま
で
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」

に
変
更
。
7
月
1
日
か
ら
運

用
を
開
始
し
た
。

模
な
会
議
に
も
対
応
が
可
能

な
こ
と
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
選

定
し
た
。

　

本
部
と
支
部
・
施
設
の
会

議
や
打
ち
合
わ
せ
だ
け
で
な

く
、
本
会
の
支
部
・
施
設
に

お
け
る
法
人
内
外
の
会
議
で

も
利
用
で
き
る
。
ラ
イ
セ
ン

ス
費
用
は
本
部
が
支
払
う
た

め
、
支
部
・
施
設
の
利
用
料

は
発
生
し
な
い
。

　

シ
ス
テ
ム
概
要
や
利
用
方

法
な
ど
は
６
月
24
日
に
本
部

か
ら
全
支
部
に
通
知
し
て
い

る
。　
　
　
（
情
報
管
理
課
）

　

済
生
会
で
働
く
看
護
職
員

が
、
よ
り
質
の
高
い
看
護
を

提
供
す
る
た
め
、
本
部
看
護

室
と
全
国
済
生
会
看
護
部
長

会
が
協
働
し
て
、
人
材
育
成

に
お
け
る
目
標
や
方
法
等
を

検
討
す
る
「
看
護
の
質
検
討

委
員
会
」
が
、
7
月
13
日
に

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
で
実
施
さ
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

本
部
事
務
局
と
各
委
員
（
中

央
病
院
・
樋
口
幸
子
看
護
部

長
、
唐
津
病
院
・
岩
﨑
理
佳

看
護
部
長
、
中
津
病
院
・
今

西
裕
子
看
護
部
長
、
三
条
病

院
・
金
安
弘
子
看
護
部
長
）

の
病
院
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
結
び
、
今
年
度
の
本
部
研

修
の
実
施
計
画
を
協
議
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ

れ
た
が
、
東
京
都
で
は
感
染

者
が
再
び
増
加
。
感
染
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
看
護
室
で
は
6
月
16
日
、

全
病
院
を
対
象
に
研
修
受
講

の
意
向
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研

修
を
開
催
す
る
場
合
の
ネ
ッ

ト
環
境
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
集

合
研
修
に
参
加
し
た
い
が

感
染
リ
ス
ク
が
高
く
不
安
」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
開
催
し

て
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

一
方
で
、「
リ
モ
ー
ト
で
参

加
す
る
た
め
の
部
屋
の
確
保

が
困
難
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
で

は
グ
ル
ー
プ
討
議
の
実
施
が

困
難
」
な
ど
の
回
答
が
あ
っ

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
受
講
者
の

負
担
を
減
ら
す
工
夫
を
し
た

上
で
、「
コ
ロ
ナ
の
対
応
や

慣
れ
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
で
の
研
修
参
加
は
、
今

で
し
か
経
験
で
き
な
い
。
こ

の
状
況
下
で
情
報
共
有
す
る

こ
と
は
、
受
講
者
本
人
に
限

ら
ず
、
病
院
に
と
っ
て
も
貴

重
な
体
験
で
あ
る
」「
今
ま

さ
に
済
生
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
み
を
生
か
す
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。

　

こ
の
日
の
協
議
を
踏
ま
え
、

今
年
度
の
本
部
研
修
の
実
施

に
つ
い
て
改
め
て
通
知
す
る
。

（
看
護
室
）

　

本
部
総
合
戦
略
課
は
、
全

施
設
が
自
ら
取
り
組
む
こ
と

を
宣
言
し
た
事
業
「
済
生
会

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
推
進
計
画
」
を
と
り
ま

と
め
、
そ
の
全
て
を
収
載
し

た
冊
子
「
ま
ち
を
つ
む
ぐ
」

を
作
成
し
た
。

　
「
済
生
会
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
計
画
」

と
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

を
通
し
て
地
域
と
つ
な
が
っ

て
い
る
済
生
会
が
さ
ら
に
、

そ
の
地
域
を
、
ど
ん
な
人
も

自
分
に
合
っ
た
生
活
を
し
て

い
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

達
成
へ
の
貢
献
の
視
点
も
踏

ま
え
、
地
域
住
民
の
つ
な
が

り
を
再
構
築
し
、
誰
も
が
排

除
さ
れ
ず
に
、
地
域
住
民
の

一
員
と
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

し
て
い
く
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
宣
言
は
多
岐

に
わ
た
り
、
す
で
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
も
多
い
。　

　

総
計
1
5
4
1
の
計
画
を

網
羅
し
た
冊
子
は
2
0
0
0

部
発
行
、
全
国
に
施
設
へ
発

送
し
た
。
追
加
送
付
の
希
望

は
総
合
戦
略
課
ま
で
。

（
総
合
戦
略
課
） 〈三重〉松阪総合病院は近隣のイオンで、定期的に出張健康講座を開催

清
し

水
みず

敦
あつ

哉
や

新
任
施
設
長
の
抱
負

コ
ロ
ナ
禍
で
の
研
修
を
協
議

看
護
の
質
検
討
委
員
会
│
│

We
b
会
議
は「
Zoom
」

全
支
部
・
施
設
が
利
用
可
能
に

ソーシャルインクルージョン

冊子「まちをつむぐ」に
“1541の決意”を収載


